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 アジア防災センター新所長の就任挨拶 
 
2006 年４月１日付でアジア防災センター(ADRC)所長
に就任いたしました鈴木弘二(すずきこうじ)です。 
アジア地域では、台風、津波、地震など、さまざま
な自然災害が毎年発生しており、これらの災害の中に
は、一国の年間 GDP をはるかに超える規模の被害をも
たらす場合もあります。また災害は、大切な家族の命
を奪い、個人の生活の基盤を破壊するなど、影響は経
済面以外にも及び、その損失には計り知れないものが
あります。 
1998 年に神戸に設立された当センターは、災害が多
発するアジア地域において、国際防災協力を推進する
機関として、日本国政府ならびにメンバー国、アドバ
イザー国、兵庫県庁などの関係機関、有識者の皆様の
ご理解とご支援をいただきながら、アジアがより安全
で安心して快適な生活が営める地域へと躍進していく
ことを目指して活動を
してきました。 
当センターは、この
ような目的を達成する
ために現在、以下のよ
うな取り組みを進めて
おります。メンバー国
の防災情報や優良な取
り組み事例の提供など
を通じて防災情報の発信・共有を行っています。また、
世界の各機関が保有する災害情報を誰にでも簡単に共
有できるための世界災害共通番号 GLIDE について関係
機関と連携しながら、その普及を目指しています。そ
のほか、メンバー国のニーズに合わせた防災セミナ
ー・研修の実施やメンバー国から優秀な人材を ADRC 客
員研究員として招聘するなど防災に関する人材育成を
行っています。さらに、コミュニティや住民の防災意
識の啓発のためのツールの開発・普及にも取り組んで
います。 
今後とも、アジア防災センターが防災を通じてアジ
ア各国の持続的な発展に貢献できるよう、常により質
の高い活動を提供していく所存です。引き続き皆様の
ご支援ならびにご協力を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。 
【略歴】東京大学農学部、コロンビア大学大学院（国
際関係）卒。1987 年国土庁（現・国土交通省）採用。
経済企画庁、建設省、国土庁防災局、秋田県横手市役
所、国土交通省都市・地域整備局、大臣官房（人事課、
総務課）、国土計画局等において勤務。 
 

 ドイツで開催の第 3回早期警戒会議(EWC)
に ADRCが参加、発表 
 
第 3回早期警戒国際会議(主催：ドイツ政府、共催：

UN/ISDR(国連国際防災戦略事務局)が 2006年 3月 27日
から 29 日にかけて、ドイツのボンで開催されました。
この会議には132カ国から1250名もの関係者が参加し、
期間中は｢兵庫行動枠組(HFA)｣の推進に向けて具体的
にどのような対策が必要か等について活発な議論が行
われました。 
会議初日には、ドイツ連邦政府のフランク=ウォルタ
ー・スタインメイヤー外務大臣ならびに国連のエゲラ
ンド事務次長(人道問題担当)の挨拶により、同会議が
開会しました。続いて世界銀行(World Bank)インフラ
担当のキャサリーン・シエラ副総裁による基調講演が
行われ、｢兵庫行動枠組｣に掲げられている目標の達成
のためには、地域レベルでの防災力を包括的に高める
ような手法を取り入れて、それを実際の行動の段階に
移すことが重要であ
る、と強調されまし
た。また、科学技術
の関するシンポジウ
ムも開かれて、世界
気象機関(WMO)のミ
ッシェル・ジャロー
事務局長を中心とし
て、意見交換が進め
られました。 
 この会議にはまた、国連・津波特使のクリントン前
アメリカ合衆国大統領が招待されました。クリントン
特使は、インド洋大津波に関する閣僚級会合を主催し、
津波被災国およびドナー団体の代表者を交えて議論を
交わしました。クリントン特使は席上で、地域レベル
での災害への備えはもちろん必要だが、既存の早期警
戒の知識を上手く活用することも重要であると述べら
れました。 
 同会議の成果として、期間中に提案のあった事業を
盛り込んだ｢早期警戒プロジェクト概論集｣や、実務者
向けの有効なツールと考えられる｢早期警戒システム
構築のためのチェックリスト｣が取りまとめられまし
た。 
 アジア防災センター(ADRC)からは主任研究員の角崎
が出席し、バングラデシュにおける竜巻早期警報シス
テム構築に関するプロジェクトについて発表を行いま
した。 
なお、当会議の概要については会議ホームページ
（http://www.ewc3.org/）でご覧いただけます。 
 

 アジア防災会議 2006関連資料が HP掲載 
 
2006年3月15-17日、韓国・ソウルにて開催された｢ア
ジア防災会議(ACDR)2006｣について、会議サマリーをは
じめ、会議次第やプレゼンテーション内容等(全て英
語 ) を 当 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ (http:// 
web.adrc.or.jp/acdr2006seoul/index.html)に掲載し
ています。どうぞご覧ください。 


